
防
災
・
減
災
が
主
流
の
社
会
実
現

社
整
審

交
政
審

新
た
な
技
術
基
本
計
画
で
原
案

全
管
連
組
織
の
見
直
し
で
承
認

コ
ン
パ
ク
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

社
会
資
本
整
備
審
議
会
・

交
通
政
策
審
議
会
技
術
分
科

会
は
一
月
十
七
日
、
第
二
十

七
回
技
術
部
会
（
部
会
長
・

磯
部
雅
彦
高
知
工
科
大
学
学

長
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
、
国

土
交
通
省
が
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
く
技
術
基
本
計
画
の

原
案
を
ま
と
め
た
。
社
会
的

・
経
済
的
な
課
題
に
的
確
に

対
応
し
、
新
技
術
の
研
究
・

開
発
を
通
じ
て
防
災
・
減
災

が
主
流
と
な
る
社
会
の
実
現

な
ど
を
め
ざ
す
。

技
術
部
会
は
原
案
の
作
成

に
あ
た
っ
て
建
設
・
土
木
・

機
械
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

関
連
す
る
十
七
団
体
と
民
間

企
業
六
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
。
聴
取
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
情
報
を
整
理
し
、

三
月
末
を
め
ど
に
具
体
的
な

内
容
を
確
定
す
る
方
針
だ
。

新
技
術
基
本
計
画
は
科
学

技
術
基
本
計
画
や
社
会
資
本

整
備
重
点
計
画
な
ど
の
関
連

計
画
を
踏
ま
え
て
①
技
術
政

策
の
基
本
方
針
②
社
会
経
済

的
課
題
へ
の
対
応
（
具
体
的

技
術
研
究
開
発
）
③
技
術
政

策
を
推
進
す
る
仕
組
み
（
横

断
的
施
策
）
―
―
の
三
章
で

構
成
。
二
〇
四
〇
〜
二
〇
五

〇
年
の
将
来
の
社
会
イ
メ
ー

ジ
を
見
据
え
て
中
長
期
的
な

取
り
組
み
を
戦
略
的
に
推
進

し
て
い
く
。

と
く
に
達
成
す
べ
き
重
点

課
題
で
は
①
防
災
・
減
災
が

主
流
と
な
る
社
会
の
実
現
②

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
③
持
続
可
能
で
暮

ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実

現
④
経
済
の
好
循
環
を
支
え

る
基
盤
整
備
⑤
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
⑥
脱
炭
素
化
・

イ
ン
フ
ラ
空
間
の
多
面
的
な

利
活
用
に
よ
る
生
活
の
質
の

向
上
―
―
の
五
項
目
を
明
示

し
た
。

ま
た
技
術
政
策
を
推
進
す

る
横
断
的
施
策
と
し
て
持
続

可
能
な
経
済
成
長
を
支
え
る

基
盤
整
備
、
日
本
の
技
術
の

強
み
を
活
か
し
た
国
際
展

開
、
技
術
を
支
え
る
人
材
育

成
、
技
術
に
対
す
る
社
会
的

信
頼
の
確
保
、
技
術
基
本
計

画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど

を
掲
げ
て
い
る
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
一
月
十
七
日
、
東
京
・
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
第
三
百
四
十
九
回
理
事
会
を
開
き
、
全
管
連
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
定
款
・
規
約
改
正
案
を
承
認
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
六
月
の
理
事
会
の
前
に
臨
時
総
会
を
開
い
て
新
た
な
役
員
・
副
会
長
の
定
数
や
業
務
運
営
の
あ

り
方
な
ど
を
正
式
に
決
議
す
る
。
一
定
の
周
知
・
調
整
期
間
を
設
け
て
令
和
五
年
度
か
ら
新
体
制
に
移
行
し
、
よ

り
コ
ン
パ
ク
ト
で
風
通
し
が
よ
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
組
織
へ
邁
進
し
て
い
く
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

全
管
連
の
所
属
業
者
数
は

ピ
ー
ク
時
の
二
〇
〇
一
年
の

約
二
万
三
千
社
か
ら
約
一
万

五
千
社
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
総
務
・
経
理
合
同

部
会
を
中
心
に
組
織
の
実
態

に
即
し
た
体
制
整
備
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね
、
昨
年
十
月

に
主
要
方
針
を
盛
り
込
ん
だ

中
間
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
た
。

今
回
の
定
款
・
規
約
改
正

案
で
は
現
在
八
十
名
以
上
九

十
五
名
以
内
の
理
事
定
数
を

六
十
名
以
上
七
十
五
名
以
内

に
改
め
る
。
実
際
の
理
事
数

に
上
下
限
と
も
若
干
の
余
裕

を
確
保
し
、
員
外
理
事
の
上

限
は
五
名
と
定
め
た
。

現
在
十
五
名
以
内
の
副
会

長
は
十
名
以
内
に
見
直
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
担
当
副
会
長
制
は

廃
止
し
、
新
た
に
ブ
ロ
ッ
ク

長
制
を
導
入
す
る
。

ま
た
総
務
・
経
理
・
経
営

・
広
報
・
事
業
・
技
術
の
六

部
門
の
委
員
会
を
廃
止
し
、

部
会
に
一
本
化
す
る
。
各
理

事
は
原
則
と
し
て
い
ず
れ
か

の
部
会
に
所
属
し
、
各
部
会

に
担
当
副
会
長
、
部
会
長
、

副
部
会
長
二
名
を
配
置
す

る
。
部
門
横
断
的
な
特
別
の

案
件
を
審
議
す
る
場
合
は
必

要
に
応
じ
て
委
員
会
を
設
置

す
る
方
針
だ
。

な
お
一
社
あ
た
り
の
出
資

金
額
の
差
異
問
題
に
つ
い
て

は
令
和
三
年
度
の
収
支
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
出
資
配
当

を
行
う
よ
う
調
整
を
進
め
て

い
く
。
こ
れ
に
伴
い
中
長
期

的
な
財
政
計
画
な
ど
も
検
討

す
る
。

一
方
、
第
六
十
二
回
通
常

総
会
・
全
国
大
会
は
七
月
四

日
、
長
野
県
の
軽
井
沢
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
。
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
長
野
県
支
部
の
長
野
県
連

が
準
備
を
進
め
て
い
く
。

理
事
会
終
了
後
、
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
（
水
道
関
係
功

労
者
）
の
授
与
式
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
厚
生
労
働
省
の
名

倉
良
雄
水
道
課
長
を
迎
え
て

最
近
の
水
道
行
政
に
関
す
る

講
演
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
あ
と
藤
川
会
長
、
原

宣
幸
総
務
担
当
副
会
長
、
岩

野
隆
一
総
務
部
長
、
粕
谷
明

博
専
務
理
事
ら
が
出
席
し
て

記
者
会
見
を
行
っ
た
。
席

上
、
藤
川
会
長
は
「
時
代
の

変
化
に
的
確
に
対
応
す
べ
く

組
織
の
見
直
し
に
向
け
て
定

款
・
規
約
の
改
正
案
を
承
認

し
て
い
た
だ
い
た
。
六
月
の

臨
時
総
会
で
正
式
に
決
定
す

る
予
定
だ
。
令
和
五
年
度
か

ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、
会
員
・
所
属
企
業
の
発

展
に
つ
な
が
る
風
通
し
の
よ

い
組
織
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

理事会後に記者会見

名倉水道課長が講演

藤川会長

磯部部会長

（旬刊５ノ日発行）2022年（令和4年）１月２５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2424号（１）




